
例会プログラム

キャビネット幹事報告

次回例会案内

2020年 ９月 第一例会 925回

９月３日(木) 於 岐阜西ライオンズクラブ事務局 10：00～

YouTube配信にて

日 時：

場 所：

例会名：

10月13日（火）12：15から

ホテルグランベール岐山

通常例会

【全 日 本】・チョイ国際会長 グドランLCIF理事長2年継続 国際理事についても1年延長

・一般社団法人日本ライオンズも4年が経過 さらに充実を図る

・一般社団法人日本LCIF設立 日本と国際本部との了解調整をとり設立

・日本ライオンズ大学校の設立

・キャンペーン＄100 1年継続として4年となる

・東京オリンピック・パラリンピック委員会

・新国立競技場へのモニュメント設置 樹齢1000年オリーブの樹の植樹

・全国100校からの特別支援学校生徒1,584名、観戦招待も継続する

・2020～2021年度全日本YCEプログラムの冬期交換についても中止が望ましいとの意見が述べられた

・2027年の国際大会はアメリカワシントンに決定

・2020年オセアルフォーラム開催しない

・2021年11月に韓国 済州島で行われる 2022年11月フィリピンのマニラで開催

・2020年7月1日から12月31日の間は、全てのクラブチャター費並びに新会員の入会金を免除する。

（ライオン誌2020年7・8月号 P26記載）

【複合地区】・2020-2021年度 334複合地区構成表

・蔵大介国際理事候補者を引き続き支援する

・WEB会議の実用化

・会費値上げでだけではなく組織の在り方、運営の仕方を見直す

・臓器提供推進委員会は GSTに入れる

【地 区】 ・アラート（令和２年７月豪雨災害について）

・ZOOMをメインとしたリモート会議を進めていきたい

1. 開会のことば並びに開会ゴング １Ｒ２Ｚ ＺＣＬ．小倉義勝

2． 国旗並びにライオンズ旗に礼

3. 国歌並びにライオンズクラブの歌斉唱

4. 地区役員の紹介 キャビネット幹事L．樋田芳久

5. 出席クラブの紹介 １R１Z ZC(RC兼務)L．山口嘉彦、１R２Z ZCL．小倉義勝、 １R３Z ZCL．坪内弘俊、１R４Z ZCL．伊藤直人

6. 各ZC挨拶 １R１Z ZC(RC兼務)L．山口嘉彦、１R２Z ZCL．小倉義勝、 １R３Z ZCL．坪内弘俊、１R４Z ZCL．伊藤直人

7. 地区ガバナー挨拶 地区ガバナーL．山本基博（恵那LC）

8. キャビネット幹事報告 キャビネット幹事L．樋田芳久（恵那LC）

9.   ガバナー公式訪問記念事業発表

１R１Z ZC(RC兼務)L．山口嘉彦、１R２Z ZCL．小倉義勝、 １R３Z ZCL．坪内弘俊、１R４Z ZCL．伊藤直人

10. 第67回地区年次大会PRビデオ配信

11. ライオンズローア 1Ｒ3Z ＺＣＬ．坪内弘俊

12. また会う日までの歌斉唱

13.   閉会のことば並びに閉会ゴング １Ｒ４Ｚ ＺＣＬ．伊藤直人

岐阜西ライオンズクラブスローガン

誰かのために 求められるより

早く・感じ・動き・応えよう

３３４複合地区スローガン

セカンドセンチュリー

組織と奉仕に魂を！

３３４－Ｂ地区スローガン

「一歩前へ」まずあなたの一歩から･･･

そしてみんなで“ウィサーブ”



特別記事

例会名： 通常例会

チャーターメンバー Ｌ．廣瀬 哲夫

チャーターメンバー Ｌ．後藤 清七

メンバー紹介「ライオンの絆」プロジェクト

メンバー紹介「ライオンの絆」プロジェクト

私1928年生まれ 戦中予科練の鳥取美保海軍航空隊で猛訓練を受けておりました。

或る日突然上官に呼び出され、特攻要員を命じられました。山口県柳井の海軍潜水学校へ転属し5人乗りの小型潜水艇で

特攻の訓練をしてゐました。死ぬ訓練ですその時の気持ち皆さん察してください。暫くして日本の敗戦を知らされました。こ

れで助かったと大喜びしすかさず柳井駅より貨物列車で原爆投下間もない広島駅を通り岐阜へ帰り着きました。一面焼け野

原でした。その後は食べ物着る物すべてが無い時代でした。勿論仕事もありません。その後暫くの間 闇屋をやって生きて

来ました。24年に名古屋の鉄鋼商社に就職して36才迄サラリーマン、その後独立して鉄鋼の販売会社を設立して稼ぎまし

た。80才過ぎ迄つづけました。息子が引き継いでくれないので廃業しました。日本の鉄について少し書きます。鉄は古くから

ありますが刀剣や農具等に細々と使われてきました。大量に作られ始めたのは私が生まれた50年程前からです。未だ最近

です。最初は官営日本製鉄株が設立され九州の八幡製鉄所が出来た。その後は昭和の敗戦迄に東北の釜石製鉄北海道

の室蘭製鉄川崎に日本鋼管神戸製鉄等が誕生しましたがすべて太平洋戦争で鉄屑となりました。戦後は徐々に復興し一

時期世界で品質生産量共最強国になり今日に至っております。 終

振り返ってみれば、美濃市で44年、岐阜市で44年、皆さんとの出会いに助けられ平均を目指して88年頑張ってこれまし

た。昭和７年11月6日父清一郎、母かね兄弟8人、男4人女4人4人目に生まれ、昭和13年小学校入学、昭和16年12月8日

大東亜戦争始る。17年18年と戦争の為、物資が不足になり、教科書もクラス3冊くらいでそれをノートに写し勉強しました。

食料も不足になり野原や荒地の開墾をしました。そのうち運動場も周囲を残し開墾し、南瓜や甘藷を作りました。「欲しがり

ません勝つまでは」を相言葉に頑張りましたが、そのかいもなく昭和20年8月15日敗戦になりました。当時高等小学校1年

生担任の天野先生は大変楽しい先生で、もうすぐ戦争に負けるのでは？それといつも平均点を取れ、それ以上は無理と。

社会でも平均点までなれ、そうすれば認められる、それまで頑張れ。

昭和25年紙漉屋さんの改造目指し美濃和紙販売開業

昭和33年機械漉和紙販売を始める

昭和40年掛け軸製造販売

昭和51年琴塚に移転―59年に六条片田1-15-3に移転

昭和57年岐阜西ライオンズ入会

昭和59年掛け軸表装機開発販売

平成2年美術品販売許可証受、名古屋美術倶楽部入会

平成4年東京美術員俱楽部入会、東京美術倶楽部入会

●岐阜西ライオンズクラブ第１３代会長を担われました。

最近では市内８LC親善ゴルフ大会の最年長参会者として

「寿賞」を受賞するご活躍を続けておられます。
故 L青木誠二と年末家族例会での思い出

●岐阜西ライオンズクラブ

第２代目幹事、第８代目会長を歴任。

1994年～1995年には

第３ゾーンのゾーン・チェアパーソンを担われ

ました。

←右写真は結成25周年記念「京都嵐山ライ

オンズクラブ」との姉妹提携締結で嵐山メン

バーと友好を深めた一枚


